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  エクステンション・カレッジへのお誘い 

エクステンション・カレッジ講師 

今井 俊介 

（弁護士・元大阪高等裁判所刑事部裁判長・         

元兵庫大学社会福祉学科教授・学校法人睦学園監事） 

  エクステンションとは「拡大・拡張」という意味です。一度習得した知識

の意味内容を検証してさらに深めていくということです。その過程はたい

へん苦しい作業の連続ですが、新たな結果を発見・習得した際の喜びは

絶大であります。当カレッジのどの担当講師も所管の問題の究極を深化・

拡大することに懸命の努力をされています。私は数度講座を担当しました

ので、その時の経験を申し上げます。 

  聖徳太子の「17条の憲法を読み解く」のテーマでは、和の精神を説く

第1条は誰でも知っているが、それでは第2条から第17条にはどんなことが

書かれているのであろうか？実際にみんなで読んでみたところ、驚きと共

に多くの収穫が得られました。次に安倍内閣の標榜する「女性が輝く社会

への道」のテーマでは、女性の人権の歴史をたどり、現在の社会的地位を

見定め、その改善策を検討しました。経済的には働く婦人の前に立ちは

だかる「103万円・130万円の壁」、「セクハラ」等の理解を深め、身分法の

分野では日ごろあまり考えない「同性婚」、「パートナーシップ協定」、「性

同一性障害」の問題、さらに時あたかも最高裁判所大法廷が出した「夫婦

同姓」「待婚期間」の判決につきどの部分が合憲、どの部分が違憲なのか

を読取り、関連して「無戸籍児童」を生み出すいわゆる「300日問題」の理

解にまで進展しました。 

  次回は町奉行で有名な大岡越前守を取り上げその業績を知り、俗に

「大岡裁き」と言われる裁判に含まれる法的判断が現代生活と如何に係

り、有益なものであるか等を検討し、興味と知識を深めたいと考えておりま

す。皆さんもこの機会に参加され、興味のある問題の解決ヒントがたくさん

埋まっている井戸を深く掘り下げてみることをお勧めいたします。 

講師エッセイ  

【今井先生の次年度講座の予定】  「大岡裁き」を現代法で読み解く 

日程：5/14（土） 5/28（土） 6/4（土） 6/18（土） 7/2（土） 7/16（土）  

   各日 14：40～16：10 みなさま是非、ご参加ください！ 



受講者インタビュー 

１．今までの受講講座について 

1) フィランスロピー(社会貢献)と美しく楽しく老いる人生 

フィランスロピーって難しそう？ でも「美しく楽しく老いる人生」ってオモシロそう？ 

こんな思いで受講しました。そこには、現役をリタイヤーしても社会に何か恩返しができれば等々、中高年の

底力・熱意漂う空間でした。しかし、講座の緊張した雰囲気は、先生のユーモアたっぷりの話し方が、相乗効

果となって楽しく魅力ある講座へと変りました。なんと、落語家「三遊亭大王」先生が講師だったのです。ど

おりで楽しいはずです。 

2) 『21世紀の資本』を読む 

最近、新聞等々で話題になっている格差論「ｒ＞ｇ」って何なんだ？ 

書店に行くと５ｃｍほどある分厚い本が目に付きました。しかし理工系である僕には読破するにはハードルが

高すぎます。自信もありません。そこで、ダメ元でトライしてみよと思ったのがきっかけです。受講してみる

と、ギューッと中身を圧縮した資料に加え、ビジュアルなグラフもあり、素人の僕にはぴったりの教材です。

さらに、分かりやすい解説とテキパキした先生の話し方が気に入っています。 

２．エクステンション・カレッジ講座に「参加したきっかけ」について 

僕はどちらかと言えば、目新しいことが好きな気質です。興味がある分野で分からないことがあれば、知りた

い願望で一杯です。これは在職中の職業病とも思いますが・・・定年退職したある日、今までは、理工系の専

門バカだったことに気づきました。これからは、未知の分野である社会貢献学・経済学を通し、素養を深める

ことで「知的なオシャレな爺さん」に成りたいと思いました。 

３．講座受講の感想 (まとめ) 

ひとことで言うと、この上ない満足感に浸っています。 

６０歳越えのこの年代においても、成長できる喜びを感じたことです。受講が修了したフィランスロピーで

は、ボランティアの精神こそが「人間の器をより大きくする」ものであり、己自身も大きくなったと体感して

います。具体的には、今までの人生では味わうことが少なかった『人の喜ぶ姿を見て、自分も喜ぶ』感動がこ

こ最近多くなったことです。 

４．エクステンション・カレッジの「魅力」について 

なんと言ってもこれでしょう。学生時代に「バック・トゥ・ザ・フューチャー」できることです。また、ネー

ミングが老人大学でなくて、古臭くないのも好いです。(ささいなことですが、僕にとってのこだわりです。) 

兵庫大学でまず目についたのは、松林生い茂るキャンパスでした。この中で、自由気ままに好きなことが勉強

できると直感しました。そして受付けに行くと、受講生とも語らえる談笑スペース、そこには最新のアップル

パソコンもありインターネットも楽しめる等々の魅力が一杯でした。 

この満ち溢れた環境で過ごしていると、５歳は若返った気分ですよ。 

５．その他 (思いつくままに) 

お昼は少し早めに来て、学食に立ち寄ってみるのもお奨めです。 

そこには、お金が少なくても、たくさん美味しいものが食べたかった青春時代の思いがよぎりました。 

今では、どうやってダイエットしようか、悩んでいるところですが・・・ 
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今回、インタビューにお答えいただいたのは山本りきゅう

さんです！今まで受講した講座も含めて、エクステンショ

ン・カレッジについてたくさんお答えいただきました。 

りきゅうさんありがとうございました！！ 


